
2023. 9.23 次回 KOZOOM28 サロン向けに寄稿 

                  このごろ思うこと（Ⅳ）       中西 卓＠岡山 

  28 日が近づくまで腰を上げない、悪い癖がいつまでも治りません。与えられたテーマに応えられないので、 

今度も思いつくままに駄文を並べますが 大目にみていただければ幸いです。 

 

① 洋上風力発電： 陸奥湾の洋上風力発電で贈収賄が報じられている。高緯度では太陽光発電よりも風力発電が

適していて、外海より湾内の方が工事がしやすい好条件なのに醜い事態で頓挫してしまったのが残念だ。2 人

が馬に関わらなかったら展開が違っただろう、背後にギャンブルがあった。エネルギーを冒涜する馬鹿な話

だ。過去３件で三菱商事に敗れた焦りがあったかもしれないが、法を曲げてでもという邪道は許されない。エ

ネルギーの地産地消からすれば青森県がなぜ絡まないのか、再エネが大資本の手中にあるのは資本主義社会で

は当たり前なのか。青森は原子力関連事業で辛酸を舐めている、洋上風力発電事業を手掛ける優先権を与えら

れても良いのではないか。 

 

② 三浦綾子ファン： 2 年近く前から彼女の小説に嵌っているが、今回はちょっと動機 

が違う。上関町（広島）が核廃棄物施設の調査に手をあげた報道が話題になったとき、 

MS さんにその話をしたら「三浦綾子さんがずっと前エッセイに書いてますよ、N さん 

読まれたら」とご自分の蔵書を貸してくださった。1985 年北海道新聞社発行の単行本 

で短い 50 のエッセイ集で「ゾッとする話」に付箋がついていた。当時 “幌延町で『高レベル放射性廃棄物施

設』の誘致”が世間を騒がせたが、小説家も黙っておれなかったのだろう。自分の見解を分かり易く述べ、アメ

リカの実態や、原発のリスクを予言している。聖書に出てくる予言にもふれた５頁である。原発が今ほど悪者

扱いされなかった 40 年前に先見の明があったのだと敬服するばかりだ。《ナナカマドは旭川市のシンボルツリーです》 

 

③ みんなのなつかしい一冊：  8 月に出版されたこの本を地元図書館の新着書棚で見つ 

けた。毎日新聞の「今週の本棚」に連載された読書案内（書評でなく感想文？）を一冊にまと

めたものである。登場する 50 人は多分野にわたる多彩な人達であるが、拾い読みすると 

退屈しない。大学院講師で女性哲学者の三木那由他さんは枕草子現代語訳を「清少納言の

筆致は優雅というよりは、むしろ皮肉や毒舌が混じる軽妙なエッセイだ」という。 

長老女官と女同士の恋物語もあって妙な気分にさせられる。ドストエフスキーに惚れ込んだ斎藤孝は「カラマ

ーゾフの兄弟」を人生案内のようにみている、遅巻きながら読んでみたい気がする。アグネスチャンは「フラ

ニーとズーイ」をクリスチャンの目で選んでいる。この本に導かれて多くの本を読みたいと思っている。 

 

 

④ GIANTその後： 13 年来の愛車、最近はヘルメットを被るのに慣れて恥ずかしいとも思わなくなってきた。 

3 年前の日暮れどき、大池堤の急坂を歩いて登り切り車道を横切ろうとペダルに足をかけて転倒、左親指の爪

先を 6 針縫う怪我をした。原因は右ハンドルにつけたのバックミラーの鏡の縁が飛び出した創傷だった。これ

に懲りて、以後バックミラーなしでいたが耳が遠く、後ろを振り返るのもままならぬ、車道左側を規則通りに

走っていても右側を大小様々な車が通り過ぎるまでわからない。後ろが盲目では危険だ。最近右ハンドルの端

に付く洒落たミラーを知って馴染みのサイクルショップで訊ねたら誂え向きのを取り付けてくれた。安心の

GIANNT を乗り続けたい、近所の人たちに「あの歳でよう乗ってるなあ」と見られている気がするが、健康

なればこそ有難いことだ。                              （おわり） 

 



 



 



 



 



 


